
中学生の学習行動に関する自己理解支援ツールの作成
寺坂 明子（総合教育系教育心理科学部門） ・ 吉田 かえで（附属池田中学校） ・ 笠谷 真由（教育協働学科 卒業）

方法
対象： 附属池田中学校3年生145名（有効回答者121名） 調査時期： 2024年12月4日
調査内容： 実行機能スキル尺度（ESQ-R, Dawson & Guare, 2016）ESQ-R（Strait et al., 2019）の日本語版を作成して使用した。
手続き： オンラインの診断テストツールを用いて、結果を即時表示できるアンケートサイトを作成し、生徒に回答を求めた。結果の表示後に、各スキル領域の解説と
スキルを強化するためのアドバイスを別ページで表示した。

方法
対象： 附属池田中学校3年生145名

（有効回答者36名）
調査時期： 2024年12月20日
手続き： オンラインアンケートフォームで
セルフチェックの感想を尋ねた。

結果

1. 学習における課題の管理や計画遂行に影響すると考えられる「実行機能」※に着目し、学習に関わる実行機能スキルをセルフチェックするためのツールを作成する
※「目標を到達するために、行動、思考、感情を制御する能力」（森口，2019）

2. 個々の生徒の実行機能に基づく認知的スキルの強み・弱みを可視化することで、生徒の自己理解が促進されるかを検討する

3. スキルを強化するための工夫を知ることで、生徒の学習行動における困難が軽減するかを検討する

結果

まとめ

⌾個別に即時に結果を表示することのできるオンラインアンケートの実装ができた

⌾これらのスキルについて困難を抱える生徒が一定数おり、とくに「整理」で困難を

感じている生徒が多いことがわかった

⌾実行スキルのセルフチェックにより、生徒の自己理解が深まったことが示された

⌾具体的なアドバイスが生徒の行動変容を促し、困難を軽減する可能性が示された

図2 結果表示の例

図２ 解説とアドバイスの例
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セルフチェックの実施

図１ スキル領域ごとの困難度得点の分布（得点が高いほど困難）
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